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佐
藤
ミ
チ
子
さ
ん
（
中
央
14
）
＝
写
真
＝
は
入
会
７
年
目
。
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
内
の

福
祉
の
店
「
パ
レ
ッ
ト
」
で
、
土
・
日
・
祭
日
に
、
身
障
者
施
設
で
手
作
り
さ
れ
た
菓
子
・

小
物
類
な
ど
を
、
明
る
く
元
気
な
笑
顔
で
販
売
し
て
い
ま
す
。　

（
写
真
・
文
＝
大
山
武
夫
）

常
々
想
う
こ
と

理　

事　帆
苅　

昇
平

　

ス
ー
ツ
に
ネ
ク
タ
イ
、
着
慣
れ
な

い
姿
で
家
を
出
る
。
今
日
は
シ
ル
バ

ー
の
入
会
説
明
会
の
日
で
す
。
初
め

て
会
う
人
ば
か
り
だ
。
多
少
の
緊
張

も
あ
り
ま
す
。
面
接
な
ど
を
終
え
て

の
入
会
。「
こ
れ
で
私
共
と
一
緒
の

会
員
に
な
り
ま
し
た
ね
」
と
心
を
共

に
す
る
時
が
私
に
と
っ
て
一
番
気
持

ち
が
安
ら
ぐ
時
間
で
す
。
そ
れ
か
ら

何
年
経
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
昨
年
度
か
ら
事
務
局

改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
自
主
、
自
立
、
共

働
、
共
助
」
の
本
当
の
姿

に
立
ち
戻
っ
た
感
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成
12
年
当
時
、
国
の

主
導
（
予
算
）
で
就
業
機

会
開
拓
専
門
員
と
し
て
一

年
間
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
の
初
め
て
の
関
り
で
し

た
。
前
職
は
外
勤
（
ル
ー
ト
セ
ー
ル

ス
）
で
し
た
の
で
シ
ル
バ
ー
の
仕
事

は
ど
れ
も
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
眼
も
輝

い
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
高
い
シ
ル
バ

ー
世
代
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
ま
た
そ
う
で
な
い
人
も
い
る
、

そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
な
り
の
年
相
応
の

生
き
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私

は
人
生
の
俗
に
言
う
「
消
化
試
合
」

は
し
た
く
な
い
と
常
々
想
っ
て
い
ま

す
。
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明
る
く
接
客
、
笑
顔
で
販
売
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３
月
に
行
わ
れ
た
理
事
会

で
、
30
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
事
業
計
画
概
要
と
基
本

方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。

事
業
計
画
概
要

　

昨
年
４
月
か
ら
新
た
な
事

務
局
体
制
へ
の
移
行
を
行
い

ま
し
た
。
新
年
度
に
お
い
て

も
、
事
務
の
効
率
化
、
統
一

化
を
引
き
続
き
進
め
、
お
客

様
・
会
員
に
一
層
信
頼
さ
れ

る
事
務
局
体
制
の
構
築
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
績

に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
て
の

区
で
派
遣
事
業
が
増
加
し
た

反
面
、
半
分
以
上
の
区
で
請

負
・
委
任
事
業
が
減
少
し
、
全
体
の
契

約
金
額
は
２
年
連
続
で
減
少
す
る
見
込

み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
数
に
つ
い
て
も
、
就
業
率
と
併

せ
て
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
加
え
て
、
昨
年
度
増
加
し
た
賠
償
・

傷
害
事
故
の
発
生
抑
制
に
向
け
た
対
策

強
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
中
期
計
画
に
掲
げ
た
目
標

値
を
達
成
す
る
こ
と
は
大
変
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
度
か
ら
新
規
参
入
し
た

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」
や
、
独
自
事
業
と
し
て
会
員
か
ら

提
案
さ
れ
た
「
制
服
リ
ユ
ー
ス
事
業
」

な
ど
、
新
た
な
事
業
が
胎
動
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
労
働

者
派
遣
事
業
・
職
業
紹
介
事
業
に
限
り

就
業
時
間
の
拡
大
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
各
委

員
会
、
地
区
組
織
及
び
職
群
組
織
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
を
中
心
に

据
え
て
、
次
の
平
成
30
年
度
の
基
本
方

針
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
事
業
実
施
計
画

を
策
定
し
、
事
業
運
営
に
当
た
っ
て
い

き
ま
す
。

基
本
方
針

１ 

安
定
的
な
事
業
運
営
を
目
指
し
た

財
政
基
盤
の
確
立
と
新
た
な
中
期

計
画
策
定
の
検
討

２ 

多
様
な
就
業
機
会
の
開
拓
・
拡
大

と
会
員
の
確
保

３

安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底

４ 

会
員
意
識
の
高
揚
と
普
及
啓
発
の

推
進

５ 

研
修
・
講
習
の
充
実

　

な
お
、
基
本
方
針
の
具
体
的
な
事
業

実
施
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
定
時
総
会
で
報
告
し

ま
す
。

　

（
30
年
度
収
支
予
算
は
次
頁
に
掲
載
）

事
務
費
率
の
改
定

　

平
成
30
年
４
月
よ
り
事
務
費
率
の
改

定
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

社
会
経
済
状
況
や
適
正
就
業
の
推
進

な
ど
に
よ
り
、
契
約
金
額
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、今
後
も
減
少
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
発
注
者
の

皆
様
に
は
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
現
行

の
９
％
か
ら
10
％
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
６
月
15
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
市
民
プ
ラ
ザ

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
）
で
、
平
成
30
年
度
定

時
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

予
定
さ

れ
る
議
題

は
30
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て
な
ど

で
す
。

　
「
１
会
員
１
就
業
開
拓
運
動
」「
１
会
員

１
人
入
会
促
進
運
動
」
を
継
続
的
に
展
開

し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
更

な
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
総
会
出
席
者
は
こ
こ
数
年
減
少
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
、
是
非
多
数
の
出
席

を
お
願
い

し
ま
す
。

　

５
月
下

旬
に
議
案
と
出
欠
に
関
す
る
書
類
を
全

会
員
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。
説
明
を
よ

く
読
ん
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

セ
ン
タ
ー
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

30年度事業計画の概要・基本方針

適
正
就
業
の
推
進
と
就
業
開
拓

新
た
な
中
期
計
画
策
定
の
検
討

30
年
定
時
総
会
案
内

定
時
総
会
講
演
者
決
ま
る

　

平
成
30    
年
度
定
時
総
会
の
講
演
は
、

「
三
流
亭
楽
々
」
さ
ん
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。「
笑
っ
て
楽
し
く
安
全
落
語
」

を
テ
ー
マ
に
、
60    
分
間
口
演
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

・
新
潟
市
中
央
区
生
ま
れ

　

・
元
新
潟
県
警
察
官

　

・
第
四
回
社
会
人
落
語

日
本
一
決
定
戦　

優
勝

　

・
新
潟
日
報
コ
ラ
ム

　
　

「
三
流
亭
楽
々
ら
く
ら
く
噺
」

　
　
　

（
隔
週
土
曜
日
連
載
）
な
ど

安
全
標
語
入
選
作
品

【
平
成
30
年
度
安
全
標
語
入
選
作
品
】

最
優
秀
賞

思
い
込
み
慣
れ
と
過
心
は
怪
我
の
元

秋
葉
区　

野
瀬
山　

幸
治 

様

佳
作

作
業
前　

皆
で
話
す　

危
険
予
知

南
区　

小
林　
　

大 

様

佳
作

事
故
防
止
家
を
出
て
か
ら
帰
る
ま
で

東
区　

石
田　

順
一 

様

　

今
年
の
応
募
点
数
は
99
点
で
し
た
。
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安
全
と
は　

な
ん
だ
ろ
う

安
全
委
員　
　
　
　
　

　

加
藤　

鋼
三

　

南
区
の
業
務
・
安
全
委
員
、
剪
定
班

長
と
色
々
な
所
に
顔
を
出
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
事
故
は
今
ま
で
と
は
違

い
、
傷
害
事
故
で
は
転
倒
・
転
落
の
骨

折
が
多
く
、
賠
償
事
故
で
は
刈
払
機
で

石
跳
ね
の
同
じ
事
故
が
多
く
出

て
い
ま
す
。

　

「
何
故
な
の
か
？
」
ま
ず
は

守
る
べ
き
こ
と
が
な
さ
れ
て
い

な
い
点
と
、
慣
習
か
ら
事
前
対

策
を
怠
り
、
不
注
意
か
ら
発
生

し
て
い
る
の
で
は
。
ま
た
、
く

り
返
し
注
意
し
て
も
人
ご
と
の

よ
う
で
、
安
全
は
自
分
の
身
を

守
る
の
が
第
一
で
す
。「
グ
ル
ー

プ
作
業
で
は
、
安
全
優
先
で
す

よ
」
と
一
言
話
す
だ
け
で
、
心

し
て
作
業
に
入
れ
る
と
思
い
ま

す
。
作
業
用
具
、
機
械
の
点
検
は
も
ち

ろ
ん
、
安
全
用
具
の
活
用
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

安
全
手
帳
は
、
受
講
印
を
押
す
だ
け

の
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
帳
が
汚
れ

る
く
ら
い
読
ん
で
守
り
実
行
し
て
く
だ

さ
い
。

　

１
月
29
日
・
２
月
13
日
に
、
緊
急
警

戒
情
報
が
、
大
久
保
安
全
副
委
員
長
名

で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
１
月
に
２
回
、

２
月
に
３
回
の
傷
害
事
故
が
発
生
し
た

た
め
、
発
令
要
綱
に
基
づ
き
発
令
さ
れ

ま
し
た
。

　

事
故
内
容
は
５
件
と
も
転
落
転
倒
に

よ
る
骨
折
・
打
撲
事
故
で
す
。「
安
全

就
業
急
ぐ
な　

走
る
な　

無
理
す
る

な
」
５
件
と
も
、
危
険
予
知
・
安
全
対

策
を
行
っ
て
い
れ
ば
未
然
に
防
げ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

事
故
を
起
こ
し
て
も
何
も
得
る
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
一
人
ひ
と
り
が

安
全
就
業
に
努
め
、
30
年
度
は
絶
対
に

事
故
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
強
い
信
念

を
持
っ
て
就
業
し
ま
し
ょ
う
。

　

安
全
講
習
は
年
一
回

　
　
　
　

必
ず
受
講
し
ま
し
ょ
う

連載 安全ですか？

緊
急
警
戒
情
報
発
令

職
群
リ
ー
ダ
ー

安
全
委
員
会　

合
同
会
議
開
催

平成30年度 収支予算
経常収益 （単位：千円）

科 目 予算額 前年度予算額 増 減

受取会費 4,760 5,079 △ 319

受託事業収益 1,398,245 1,591,634 △ 193,389

労働者派遣事
業受託収益

15,790 10,772 5,018

職業紹介事
業受託収益

500 600 △ 100

人材育成事
業受託収益

223 200 23

介護保険事
業収益

9,500 7,554 1,946

高齢者スキルアップ・
就職促進事業収益

1,115 1,100 15

受取補助金等 86,476 86,776 △ 300

受取寄付金 1 1 0

雑収益 51 51 0

経常収益計 1,516,661 1,703,767 △ 187,106

経常費用 （単位：千円）

科 目 予算額 前年度予算額 増 減

事業費 1,505,049 1,691,105 △ 186,056

管理費 11,612 12,662 △ 1,050

経常費用計 1,516,661 1,703,767 △ 187,106

当期経営増
減額

0 0 0

　

３
月
22
日
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

に
て
、
全
地
区
の
安
全
委
員
・
職
群
リ

ー
ダ
ー
が
参
加
し
て
、
合
同
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
大
久
保
安
全
副
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
次
に
「
安
全
心
得
10

ヵ
条
・
就
業
心
得
10
ヵ
条
」
の
唱
和
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
職
群
リ
ー
ダ

ー
と
安
全
委
員
会
合
同
会
議
の
主
旨
に

つ
い
て
の
説
明
と
、
事
故
発
生
状
況
の

報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、「
就
業
事
故

の
検
証
と
対
策
」
に
つ
い
て
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
久
保
安
全
副
委
員
長
挨
拶

　

本
日
は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
職
群

リ
ー
ダ
ー
の
み
な
さ
ま
並
び
に
安
全
委

員
に
は
、
ご
参
集
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
傷
害
事
故
、

賠
償
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
緊
急
警
戒
情

報
発
令
が
６
回
も
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
多
い
事
故
は
、
転
落
転
倒
に
よ

る
骨
折
事
故
で
す
。「
作
業
は
安
全
第

一
を
心
が
け
、
急
い
だ
り
あ
わ
て
た
り

し
な
い
こ
と
と
加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の

低
下
を
十
分
に
認
識
し
無
理
を
し
な
い

こ
と
」
こ
れ
を
常
に
自
分
の
心
に
言
い

聞
か
せ
、
反
復
し
て
、
就
業
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

傷害事故

年度 件数

28年度 7件

29年度 13件

比較 増

賠償事故

年度 件数

28年度 11件

29年度 17件

比較 増

29年度は3/1現在
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１
月
下

旬
、
寒
さ

激
し
く
雪

が
降
り
続

く
中
、
就

業
先
で
あ

る
西
区
の

学
校
に
草

野
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
草
野
さ
ん
は

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
８
年
、
現
在
は

学
校
給
食
の
配
膳
作
業
の
仕
事
を
や
っ

て
い
ま
す
。

　

毎
日
生
徒
か
ら
「
こ
ん
に
ち
は
！
こ

ん
に
ち
は
！
」
と
、
か
け

ら
れ
る
声
が
元
気
の
源
だ

そ
う
で
す
。

　

先
生
へ
の
配
膳
が
終
わ

る
と
、
す
ば
ら
し
い
先
輩

や
後
輩
と
一
緒
に
食
事
で

談
笑
す
る
ひ
と
時
が
楽
し

み
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　

定
年
退
職
後
は
趣
味
の

ゴ
ル
フ
で
毎
年
２
回
開
催

の
コ
ン
ペ
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
小
学
時
代
に
や
っ

て
い
た
卓
球
も
趣
味
と
し

て
活
動
中
で
す
。

　

現
在
男
性
22
人
、
女
性

16
人
の
38
人
を
ま
と
め
る

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
、
会
員
の
最
高
齢
は

91
歳
で
す
。

　

毎
水
曜
が
練
習
日
、
１

〜
２
時
間
に
わ
た
り
熱
心

な
練
習
で
た
っ
ぷ
り
汗
を

流
し
ま
す
。

　
　
　

年
２
回
、
親
睦
会
を
開
催
。
卓

球
の
腕
自
慢
や
個
人
の
近
況
、
出

来
事
な
ど
の
話
題
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
す
。
話
さ
れ
る
様
子
か

ら
会
員
一
人
ひ
と
り
へ
の
思
い
や

り
と
気
配
り
が
感
じ
ら
れ
、
草
野

さ
ん
の
人
柄
が
良
く
分
か
り
ま
す
。

　

「
元
気
は
ど
こ
か
ら
？
」
の
問

い
に
私
の
元
気
と
健
康
は
し
ゃ
べ

る
こ
と
と
運
動
で
す
。
友
人
、
知

人
、
仕
事
仲
間
、
誰
で
あ
れ
気
軽

に
楽
し
く
し
ゃ
べ
る
こ
と
で
、
パ

ワ
ー
と
話
題
を
も
ら
っ
て
気
分
が

良
く
な
り
ま
す
し
、
運
動
は
全
身

を
使
う
こ
と
で
体
力
向
上
に
も
役

た
ち
老
化
の
防
止
に
も
な
り
ま

す
。「
健
康
で
元
気
よ
く
話
し
！

よ
く
身
体
を
動
か
す
！
こ
れ
が
私

の
自
論
で
す
」
と
熱
く
語
っ
て
い

ま
し
た
。「
今
年
は
金
婚
式
、
こ

れ
を
記
念
に
夫
婦
に
子
供
そ
し
て

孫
達
と
家
族
で
旅
行
す
る
こ
と
が

夢
、
実
現
に
向
か
っ
て
健
康
で
今

の
仕
事
を
頑
張
り
ま
す
」
と
嬉
し

そ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

（
高
見　

栄
三
郎
）

　

寒
波
厳
し
い
２
月
初
め
、
シ
ル
バ
ー

の
囲
碁
例
会
が
行
わ
れ
る
。
新
潟
市
総

合
福
祉
会
館
に
伊
藤
会
長
を
訪
ね
ま
し

た
。
囲
碁
は
18
歳
か
ら
始
め
、
現
在
６

段
で
す
。
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
の
親
睦
と

技
能
向
上
を
図
り
、
20
数
名
の
会
員
が

月
に
２
回
行
わ
れ
る
定
例
会
に
参
加
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
総
括
・
渉
外
関
係

で
会
長
と
し
て
多
忙
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
で
は
新
潟
を
は
じ
め
、
秋

葉
・
加
茂
・
栃
尾
の
４
地
区
か
ら
約
40

名
が
参
加
し
て
の
団
体
戦
県
大
会
が
催

さ
れ
、
昨
年
は
新
潟
の
囲
碁
部
が
２
位

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

会
長
は
現
在
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

勉
強
し
、毎
週
水
曜
日
に
行
わ
れ
る「
二

水
会
」
と
い
う
碁
会
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
技
能
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
「

碁

の

醍
醐
味
は
、

頭
・
指
先

を
使
う
の

良
い
」
と
い
た
っ
て
謙
虚
に
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　

町
内
の
仕
事
も
や
っ
て
お
り
、
友
達

と
飲
ん
だ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
の
が

楽
し
く
、「
一
日
一
日
を
楽
し
く
過
ご

し
た
い
」
と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
末
永
く
、
こ
の
広
報
誌
に
毎

回
掲
載
す
る
〈
詰
碁
〉
の
創
作
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
！

（
大
山　

武
夫
）

で
認
知
症
予
防
に
役
立
つ
と
思
う
し
、

先
輩
・
後
輩
も
ル
ー
ル
が
一
緒
な
の

で
、
わ
だ
か
ま
り
な
く
で
き
る
こ
と
」

だ
と
笑
顔
で
語
り
ま

す
。

　

好
き
な
言
葉
は

「
大
局
観
（
全
体
を

見
る
目
と
心
）、
好

き
な
プ
ロ
は
第
一
人

者
の
井
山
名
人
だ
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
セ
ン

タ
ー
の
仕
事
で
も
管

理
業
務
や
班
長
を
務

め
、
歩
こ
う
会
に
参

加
し
た
り
、
旅
行
や

忘
年
会
な
ど
催
物
が

あ
る
時
は
、
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
な
司
会

を
こ
な
し
た
り
、
積

極
的
に
多
志
多
才
な

面
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
が
、
本
人
は
「
生

活
に
リ
ズ
ム
が
で
て

若さは仕事と運動の継続

西 11　新通西　草野　光夫さん

仲間と仲良く楽しく

中央 10　寄附町　伊藤　久佳さん

　

充
実
し
た
毎
日
に
感
謝

北
２　

太
夫
浜
新
町　

太
田　

幸
則

　

北
地
区
公
民
館
の
管

理
業
務
を
、
同
僚
３
人

で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

組
ん
で
仕
事
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

幸
い
に
も
お
互
い
の
勤
務
を
調
整

し
あ
う
こ
と
で
、
各
々
の
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
個
々
の
趣
味
も
活
か
せ

る
様
、
協
力
し
あ
っ
て
実
践
し
て
い
ま

す
。
充
実
し
た
毎
日
に
感
謝
で
す
。

　

仕
事
は
誠
実
に

中
央
16　

網
川
原　

小
出　

睦
生

　

昨
年
10
月
に
入
会
し

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

仕
事
が
あ
る
も
の
だ
と

驚
い
て
い
ま
す
。
例
え

未
経
験
な
こ
と
で
も
、
や
る
気
さ
え
あ

れ
ば
大
抵
の
も
の
は
遂
行
で
き
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。

　

健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、
仕
事
に
は

前
向
き
に
か
つ
誠
実
に
対
応
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

仕
事
も
卓
球
も
生
涯
現
役

東
４　

大
形
本
町　

玉
木　

幸
雄

　

入
会
し
て
６
年
目
、

チ
ラ
シ
配
り
、
中
央
卸

市
場
で
魚
箱
や
青
果
物

の
処
理
、
駐
車
場
の
掃

除
。
現
在
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
洗
車
係
を

し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
に
携

わ
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
趣
味
の
卓

球
も
週
３
回
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
健
康
に
留
意
し
、
仕
事
も
卓

球
も
生
涯
現
役
で
頑
張
り
ま
す
。

江
南
４　

横
越
上
町　

中
村
チ
ヨ
イ

春
を
待
つ
固
き
蕾
の
椿
な
れ

　

霙
雪
さ
へ
か
む
り
冬
越
す

中
央
５　

上
大
川
前
通　

鈴
木　

陽
子

つ
く
し
ん
ぼ
見
つ
け
て
陰
の
春
な
れ
や

西
蒲
11　

赤
鏥　

長
野　

清
司

シ
ル
バ
ー
の
標
語
守
れ
ば
事
故
は
な
し

　一日１回笑う日々に
江南９　亀田　有木　セリ子

　次から次に災害が起こる近年、「一日１回笑う
日々にしたい」と思い入会しました。仕事場で、
たわいもない会話や体を動かして心身とも癒さ
れ、無気力になりそうな日々に活力をもらい、幸
せを感じています。

　笑顔であいさつ
東 14　物見山　山形　正弘

　昨年６月に入会し、介護施設の受付管理業務に
就業しています。明るく活気のある職員の皆さん
と、楽しく仕事ができ感謝しています。入所者の
皆さんと、「朝のあいさつを明るい笑顔でかわす
こと」を大切にしながら務めています。

　緊張感を絶やさずに
江南 19　元町　国原　忠夫

　班長になって早８年。心がけとして「萬代など
の配布や派遣先での業務も常に緊張感をもって」
と心がけています。それは事故防止と業務の一部
を失念しないためです。やりがいもあり恵まれた
環境なので、健康管理に気を配り頑張ります。

　お客様の言葉が励み
東８　石山　織田　俊明

　入会して６年、班長になって３年になります。
仕事後、お客様からのお礼や感謝の言葉が励みで
す。歳をとっても社会と関わりを持つことにより
脳や体の活性化になります。今後も健康寿命の維
持とシルバーの発展のため頑張ります。

さ
わ
や
か
詰
碁

新 入 会 員 か ら

出
題 

み
ど
り
会
囲
碁
ク
ラ
ブ　

伊
藤　

久
佳

　
　

黒
番　

五
分
で
三
段

「ヒント」

思い切って踏み込めま
す。五分で三段

囲
碁
を
打
つ
時
が
最
高
!!

い

き

い

き

と

生

涯

現

役

み
ん
な
の
声

班長からのひと言

い
き
い
き
文
芸

短

歌

川

柳

俳

句
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表
具
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
（
南
区
）

　

２
月
27
日
、
鋳
物
師
作
業
所
に

て
襖
講
習
会
が
開
か
れ
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
す
２
人
が
参
加
。

講
師
の
中
央
区
リ
ー
ダ
ー
渡
辺
与

市
さ
ん
の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、

糊
づ
け
・

紙

の

張

り
方
・
切

断
な
ど
の

要
点
に
意

識
を
集
中

し
、
丁
寧

か
つ
迅
速

に
作
業
を

し
て
い
ま

し
た
。

襖
・
お
さ
ら
い
会
（
江
南
区
）

　

１
月
19
日
、
亀
田
市
民
会
館
で
６

人
が
参
加
し
て
、
襖
・
お
さ
ら
い
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
客
さ
ま

か
ら
喜
ば
れ

る
仕
事
が
で

き
る
よ
う
、

基
本
の
確
認

や
作
業
工
程

で
気
に
な
っ

た
箇
所
な
ど
、

話
し
合
い
な

が
ら
、
お
さ

ら
い
を
し
て

い
ま
し
た
。

女
性
会
員
小
物
つ
く
り
（
西
区
）

　

２
月
５
日
、
西
事
務
所
で
、
女
性

会
員
８
人
が
参
加
し
て
小
物
つ
く
り

を
催
し
ま
し
た
。

　

魅
力
あ
る
色
々
な
小
物
を
作
成

し
、
２
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
地
区

懇
談
会
に

出
席
の
会

員
皆
さ
ん

に
沢
山
の

作
品
を
見

て
も
ら
う

た
め
、
製

作
に
熱
心

に
取
り
組

ん
で
い
ま

し
た
。

表
具
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
（
東
区
）

　

２
月
19
日
、
東
事
務
所
研
修
室

で
、
表
具
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
今
回
は
本
襖
の
張
り
方
を
学
ぶ

も
の
で
、
７
人
の
会
員
が
参
加
。
下

張
り
の
後
で
上
張
り
を
し
て
仕
上

げ
る
作
業
を

熱
心
に
受
講

し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
日

は
ベ
テ
ラ
ン

の
会
員
が
新

会
員
の
方
に

懇
切
丁
寧
に

指
導
し
て
い

ま
し
た
。

表
具
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
（
西
蒲
区
）

　

２
月
26
日
、
西
蒲
事
務
所
に
て
８

人
が
参
加
し
て
、
襖
は
り
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
中
央
区
の
渡
辺
与
市
会

員
を
お
願

い
し
て
、

一
人
ひ
と

り
が
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ

を
図
る
た

め
、
真
剣

な
ま
な
ざ

し
で
見
た

り
聞
い
た

り
し
て
い

ま
し
た
。

筆

耕

講

習

会
（
中
央
区
）

　

雪
舞
う
２
月
23
日
、
中
央
事
務
所

３
階
で
筆
耕
講
習
会
が
行
わ
れ
、
は

が
き
・
封
書
の
宛
名
書
き
を
当
日
の

先
生
（
４
人
交
代
制
）
が
添
削
さ
れ

て
い
ま
し

た
。

　

毎
月
第

４
金
曜
日

10
時
か
ら

後
藤
藤
栄

リ
ー
ダ
ー

の
下
、
約

20
人
の
会

員
で
行
っ

て
い
ま
す
。

各区いきいき活動

表
具
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
（
北
区
）

　

２
月
15
日
、
北
事
務
所
に
て
、
５

人
が
参
加
し
、
表
具
班
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ベ

テ
ラ
ン
揃
い
の
表
具
班
で
す
が
、
春

を

前

に
、

お
客
さ
ま

の
さ
ら
な

る
信
頼
を

得
る
た
め
、

基
本
を
再

確
認
、
意

欲
が
強
く

伝
わ
っ
て

く
る
よ
う

な
講
習
会

で
し
た
。

表
具
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
（
秋
葉
区
）

　

２
月
20
日
、
秋
葉
事
務
所
で
よ
り

高
い
レ
ベ
ル
を
目
指
し
た
講
習
会
が

開
か
れ
、
表
具
班
４
人
が
参
加
。
講

師
の
中
央
区
渡
辺
さ
ん
の
「
基
本
を

忠
実
に
。
道
具
の
取
り
扱
い
も
丁

寧
に
」
と
の

指
導
の
も
と
、

真
剣
に
取
り

組
ん
で
仕
上

が
っ
た
表
具

に
、
参
加
者

一
同
満
足
な

表
情
で
見
入

っ
て
い
ま
し

た
。

安全講習会
〔北〕 ４月２日（月）、５月１日（火）、６月１日（金）、
 ７月２日（月）、８月１日（水）〈13：30～北事務所〉
〔東〕 ４月２日（月）、５月７日（月）、６月４日（月）、
 ７月２日（月）、８月６日（月）〈13：30～東事務所〉
〔中央〕 ４月11日（水）、５月９日（水）、６月13日（水）、
 ７月11日（水）、８月８日（水）〈10：00～本部３F〉
〔江南〕４月４日（水）、５月２日（水）、６月６日（水）、
 ７月４日（水）、８月１日（水）
 〈13：30～亀田市民会館〉
〔秋葉〕 ４月２日（月）、５月１日（火）、６月１日（金）、
 ７月２日（月）、８月１日（水）〈13：30～秋葉事務所〉
〔南〕 ４月３日（火）、５月２日（水）、６月５日（火）、
 ７月３日（火）、８月２日（木）〈13：30～南事務所〉
〔西〕 ４月18日（水）、５月16日（水）、６月20日（水）、
 ７月18日（水）、８月15日（水）
 〈10：00～西事務所〉
〔西蒲〕４月３日（火）、５月２日（水）、６月４日（月）、
 ７月３日（火）、８月２日（木）
 〈9：30～巻ふれあい福祉センター〉

入会説明会
〔北〕 ４月18日（水）、５月16日（水）、６月20日（水）、
 ７月18日（水）、８月15日（水）〈13：30～北事務所〉
〔東〕 ４月18日（水）、５月16日（水）、６月20日（水）、
 ７月18日（水）、８月15日（水）〈13：30～東事務所〉
〔中央〕 ４月11日（水）・25日（水）、５月９日（水）・23日（水）、
 ６月13日（水）・27日（水）、７月11日（水）・25日（水）、
 ８月８日（水）・22日（水）〈13：30～本部３F〉
〔江南〕 ４月11日（水）、５月９日（水）、６月13日（水）、
 ７月11日（水）、８月８日（水）
 〈13：30～亀田市民会館〉
〔秋葉〕 ４月11日（水）・25日（水）、５月９日（水）・23日（水）、
 ６月13日（水）・27日（水）、７月11日（水）・25日（水）、
 ８月８日（水）・22日（水）〈９：00～秋葉事務所〉
〔南〕 ４月11日（水）、５月９日（水）、６月13日（水）、
 ７月11日（水）、８月８日（水）〈13：30～南事務所〉
〔西〕 ４月18日（水）、５月16日（水）、６月20日（水）、
 ７月18日（水）、８月15日（水）〈13：30～西事務所〉
〔西蒲〕 ４月11日（水）、５月９日（水）、６月13日（水）、
 ７月11日（水）、８月８日（水）
 〈９：30～巻ふれあい福祉センター〉

　

今
年
に
入
り
、
各
地
区
で
恒
例
の
地
区
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
と
も
、
代
表

挨
拶
、「
安
全
心
得
10
ヵ
条
」・「
就
業
心
得
10

ヵ
条
」
の
唱
和
の
後
、
各
委
員
会
か
ら
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
部
か
ら
事
務
局
長
、
局
次
長
、
業
務
課
長
、

担
当
者
が
出
席
し
「
適
正
就
業
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
な
ど
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
各
地

区
の
開
催
日
と
会
場
は
下
記
の
通
り
。

▽
１
月
24
日
＝
北
区
（
月
岡
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
冠

月
）
▽
１
月
26
日
＝
東
区
（
割
烹
内
田
）
▽
２

月
６
日
＝
江
南
区
（
割
烹
ふ
じ
田
）
▽
２
月
９

日
＝
南
区
（
浅
乃
橙
）
▽
２
月
９
日
＝
秋
葉
区

（
新
津
健
康
セ
ン
タ
ー
）
▽
２
月
22
日
＝
西
蒲

区
（
割
烹
え
び
す
会
館
）
▽
２
月
23
日
＝
西
区

（
一
富
会
館
）
▽
２
月
27
日
＝
中
央
区
（
パ
ー

テ
ィ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
プ
ラ
ス
サ
ー
ド
）

恒例の地区懇談会開催

事務所だより
〔北〕 ▼浴衣着付け講習　４月27日（金）
 〈14：00～北事務所〉
〔全区〕▼表具新人講習会　６月開催予定
 ◎ センターでは、除草、庭木剪定、障子・襖

の張り替え作業を希望される方を募集して
います。

【南区】
地区懇談会　41 人

【中央区】
プラスサード　101 人

【江南区】
懇談会　55 人

【西区】
地区懇談会　52 人

【東区】
地区懇談会　55 人

【西蒲区】
懇談会　40 人

【北区】
懇談会　62 人

【秋葉区】
地区懇談会　110 人
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こ
と
さ
ら
、
寒
か
っ
た
冬
も
終
り
を

告
げ
、
よ
う
や
く
春
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
会
員
の
み
な
さ
ん
、
ま
た
新
た
な

気
持
で
、
元
気
な
１
年
を
送
り
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
嵐
）

あ　

と　

が　

き

さ
わ
や
か
詰
碁
解
答

　

厚
生
労
働
省
及
び
全
国
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
よ
り
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
く
会
員
の
適
正
就

業
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、「
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
く
会
員
の
皆

さ
ま
の
就
業
日
数
な
ど
の
上
限
や
「
請

負
・
委
任
、
労
働
者
派
遣
、
職
業
紹
介
」

と
い
っ
た
就
業
形
態
別
の
働
き
方
な
ど

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
を
抜
粋
し
た

も
の
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
の
適
正
な
働

き
方
な
ど
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
に
働
く
機
会
を
提
供
し
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
の
充
実
や
生
活
の
安
定
、
地

域
社
会
の
発
展
や
現
役
世
代
の
下
支
え

な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、「
高

年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
知
事
が

指
定
し
て
い
ま
す
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
会
員
に

提
供
す
る
業
務
は
、
臨
時
的
か
つ
短
期

的
ま
た
は
軽
易
な
業
務
で
あ
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
く
高
齢
者

の
就
業
日
数
と
就
業
時
間
は
、
お
お
む

ね
月
10
日
以
内
、
ま
た
は
、
お
お
む
ね

週
20
時
間
を
こ
え
な
い
範
囲
と
な
り
ま

す
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
働
き

方
は
、
現
役
世
代
の
労
働
者
な
ど
が
１

人
で
行
う
業
務
を
、
複
数
の
高
齢
者
が

時
間
や
日
に
ち
で
分
担
し
て
行
う
方
法

（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
）
が
基
本
と

な
り
ま
す
。

　

 

※
労
働
者
派
遣
事
業
で
は
、
港
湾
運

送
業
務
、
建
設
業
務
、
警
備
業
務
、

病
院
な
ど
に
お
け
る
医
療
関
連
業
務

な
ど
は
行
え
ま
せ
ん
。

就業形態 主な内容 主な業務例

請　　負 仕事の完成を目的とする業務 清掃、除草、植木の剪定、宛名
書き、障子・ふすま張りなど

委　　任
仕事の完成ではなく仕事の実施
を目的とし、発注者の指揮命令
が必要ない業務

観光ガイド、高齢者の見守り、
話相手、留守番など

派　　遣 発注者の指揮命令が必要な業務
（※）

デイサービス利用者の送迎など
の自動車運転、スーパーマーケ
ットでの品出し、調理、介護補助、
保育補助など

職業紹介 発注者の指揮命令が必要な業務
（※） 業務例は派遣と同じ

※ 平成 30 年４月より労働者派遣事業と有料職業紹介事業に限り、
当面は週 30時間未満までの拡大となりました。

「
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
抜
粋
）

１
図
（
正
解
）

　

外
の
黒
が
固
く
、
白
が
ダ
メ
ヅ
マ
リ

の
形
な
の
で
、
黒
１
ま
で
踏
み
込
む
手

が
成
立
し
ま
す
。

２
図
（
正
解
・
続
）

　

白
は
２
と
ハ
ネ
出
す
一
手
で
す
が
、

こ
こ
で
黒
３
と
サ
ガ
る
手
が
あ
り
ま

す
。
白
４
な
ら
黒
５
と
切
っ
て
白
は
押

す
手
な
し
。
白
４
で
五
の
ツ
ギ
な
ら
黒

４
で
ワ
タ
れ
ま
す
。

事
務
局
職
員
異
動
の
お
知
ら
せ

請 負

1

3 4
2
5

１図

２図

▽
新
任

　

業
務
課

　
　

（
３
月
14
日
付
）

嘱
託
職
員　

近　
　

広
子

　

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
室

　
　

（
４
月
１
日
付
）

嘱
託
職
員　

今
井　

敬
子

▽
昇
任
（
４
月
１
日
付
）

　

業
務
第
２
課

課
長　

遠
藤　
　

勝

（
前
業
務
第
２
課
課
長
補
佐
）

▽
退
職
（
３
月
31
日
付
）

　

業
務
第
２
課課

長　
　
　

伊
藤
十
三
司

　

業
務
第
１
課課

長
補
佐　

阿
部　

政
幸

　

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
室

嘱
託
職
員　

堀　
　

文
子

▽
再
任
（
４
月
１
日
付
）

　

業
務
第
１
課主

任　
　
　

伊
藤
十
三
司

派 遣


